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に位置する高畠町で、稲作と米穀山形県南部の置賜地方
の⽣産・販売を⾏う農業⽣産法⼈「(株)屋代郷 （東置賜郡」
高畠町⼤字⽵森７４０番地１、酒井正光社⻑ 。同法⼈は今）
年、作付けする品種の内容を⼤きく変更する。それに合わ
せ、⽣産した米をより安い価格で消費者や需要者に供給す
べく、⽣産コスト削減の取り組みも強化することにした。

「農事組合法⼈・屋代農業⽣産組合」同法人は、前身の
から平成２４年６⽉に組織変更して発⾜。高畠町は「まほ
ろばの⾥」と呼び親しまれており、米作りに適した⽣産環
境の下、収穫した米は全量を独⾃販売してきた。その(株)
屋代郷は、今年産から稲作に関して⽣産調整は⾏わない⽅
針を打ち出した。

の、酒井社⻑の想いは強い 「⼭形県の米処であることへ 。
⽣きる道は、お米が美味しいんだから、田圃をどんどん作
って、早く売っちゃえばいい 。その上で⾃らも「⾃由に米」
を作って、⾃由に売る、と宣言した。法⼈としても今後そ
ういう路線で⾏く。これから来年に向けて、耕作放棄地は
皆、⽔田に戻して⾏く」としている。更に「⽔田にならな

、 。 。い所は 農業だけに縛られない 色んなエネルギーもある
ソーラー発電でもいいし、地域内の農地を有効利⽤して⾏
く 。さらに「加工⽤米とか転作に関わる米は全部、主食⽤」
に替える 「加工⽤米をやっても全部は利益が出ない」事」。
情もあり 「採算に合わないものは止める」⽅向だ。、

は約４０㌶。主な作付品今年、取り組む⽔稲の作付⾯積
種と構成割合は、はえぬきが最も多い約６０％を占める。
続いて、コシ、ひとめ、こまち、その他品種にそれぞれ約
１０％を割り当てた。ここには⼭形県の⼈気ブランド銘柄
「つや姫」が無い。屋代郷ではこれまで、高品質で良食味
の「つや姫」を⽣産して来ており、昨年は約１２㌶で作付
けをした。また同法⼈が運営するネットショップでもエコ
ファーマーであることや、減農薬・減化学肥料栽培のつや
姫は、消費者にＰＲするうえで重要な銘柄と位置づけてき
た。しかし今年はその作付けをゼロにする。理由は、⽣産
調整を実施しない決定を機に、実需から強い引き合いのあ
る「はえぬき」に重点的にシフトするためだ。この結果、
はえぬきの作付⾯積は昨年度の約１０㌶から２．４倍に増
加した。これまでの「つや姫」の需要者に対しては、外部
から仕⼊れて引き続き対応して⾏く。地元産地での評判と
いう⾯では「安くて美味しいはえぬき」が“売れ筋”でもあ
る。ブランドに捕らわれずに「需要に応じたものを作って
⾏く」姿勢だ。

については、酒井社⻑は「今年全国的な生産調整の動向
は皆、⽣産調整で急激な変化は無い。しかし来年からどう
なるかは分からない。暴落するかもしれない。天候もどう
なっていくか分からない」としており、今後、産地を取り

「 」 。巻く情勢は ⼤きく流れが変わる 可能性を意識している
そうした中で、高畠町は盆地にあり、日本でも特に⾃然災
害が少ない地域でもある。⽣産⼒の確保は、将来を⾒据え
ての対応という⾯もある。

、法⼈としての課題であったのが⽣こうした認識の上で
産コストの低減だ。酒井社⻑は「今までの栽培⽅法ではど
うしてもこれ以上コストを下げる事は出来ない」ことから
コスト削減の⼿法を様々に模索してきた。その結果 「最終、
的には直播きになると思う。直播栽培を確⽴させ、低コス
トで栽培し、安く売れる様にしたい。この２年で栽培技術
も確⽴したい」としている。３０年産では直播栽培の割合
を作付⾯積全体の６５％前後に一気に拡⼤する予定だ。

と語る酒井社⻑今後いよいよ「産地間競争は凄くなる」
は、全国における農業者事情に触れる中で「うちの地域で
も１０年先には農業者はいなくなる。今までは⼩さい農家
が離農したが、これからは中規模農家が離農して⾏く」と

。 「 。予想する また後継者が不⾜する要因は 儲からないから
ならば儲かる様な農業を目指せばいい 。３０年産の⽣産に」
向け酒井社⻑からは並々ならぬ決意が感じられた (枝⾖)。
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宮城、男山本店等、国産米で醸造アルコール□
男⼭本店等6社でつくる「日本⽣粋地酒⽣産者協議会 （香」

川県）の会員企業が、国産醸造ｱﾙｺｰﾙを使った⼤吟醸酒の⽣
産を始めた。醸造ｱﾙｺｰﾙは外国産原料を使うことが多い。25
日から全国で販売し、初年度は2千本の売り上げをめざす。

（ ） 「 」 。日新酒類 徳島県 が徳島産 ⼭田錦 で醸造ｱﾙｺｰﾙを製造
男⼭本店と皇国晴酒造（富⼭県）が⼤吟醸をつくった。国産
の醸造ｱﾙｺｰﾙを使った⼤吟醸は珍しい。⽣産履歴の追跡がで
きることで、販路の拡⼤を期待する。 （日経4.23）
福島、県産農産物輸出最多２１０㌧、コメ前年⽐５倍超□
2017年度の県産農産物の輸出実績が、統計を始めた05年

度以来、過去最高の約210㌧を記録した。原発事故後の12年
度は2.4㌧にまで落ちていた。特に米が前年度⽐で5倍以上の
122.5㌧と⼤きく伸びた。ﾏﾚｰｼｱ向けが101㌧ （毎日4.24）。
山形 「つや姫レディ」知事表敬 「雪若丸」販路拡⼤へ□ 、 、
「つや姫レディ」の3⼈が23日、吉村知事を表敬訪問。3

⼈は全国約250カ所の百貨店やイベントに出張し、今年秋に
本格デビューする「雪若丸」をPRする。つや姫レディは、2
010年9⽉に誕⽣。今年の⽣産⾒込収量はつや姫が昨年と横

、 。（ ）ばいの5万㌧ 雪若丸は昨年⽐50倍増の1万㌧ 毎日4.24
九州農研機構、高温に強く業務向け「秋はるか」を育成□
農研機構・九州沖縄農業研究センターは 「にこまる」よ、

りも高温耐性が優れ、病害虫にも強い多収の新品種「秋はる
か」を育成。東海以⻄での栽培に適し、農薬を減らした低コ
スト⽣産で安定収穫が期待できる。炊飯米の粘りが強くない
ため⼤量炊飯に向く。育成地の筑後市では、⽞米重で反収56
7㌔と 「ヒノヒカリ」よりも15％多かった。種子の本格供、
給は2年後の予定。関東以⻄の野菜との⼆⽑作で栽培できる
早⽣⽔稲品種「歓喜の風」も発表した。 （農業新聞2.20）
カインズ、農業従事者向け「収穫払い」カードを発⾏□
㈱カインズ（埼玉県本庄市）とSMBCグループの㈱セディ

ナ（港区 ）は、農業従事者専⽤クレジットカード「カイン
ズA.G.P.カード（収穫払い 」を発⾏する。このカードは、）
カインズ全店で利⽤できる農業従事者専⽤の法⼈・個⼈事業

。 「 」 、主様⽤のカード 農業の収穫時期の 収穫払い を選択でき
ポイントが貯まる。利⽤から8カ⽉以内の⽀払いは⼿数料な
しの1回払い。 （Sankei4.24）
農⽔省、外国法人の農地取得、北海道で１件□
農⽔省は20日、平成29年中の外国法⼈等の農地取得事例

の調査結果を公表した。愛知県稲沢市で居住地が中国にある
者による農地取得が1件確認された。⾯積は0.1㌶で相続によ
る取得であることが分かった。また、北海道函館市では仏国
に本店がある法⼈が7.1㌶の農地を取得していた。この外国

（ ）。 （ ）法⼈の議決権は2分の1未満 49％ 農協新聞4.23
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生産調整は行わないと宣言
山形県東置賜郡、 (株)屋代郷（やしろごう）
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